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 第3図  24Mg(γ,α)反応断面積。実線はアイソスピン混合を含んだ統計模型の計算結果。破
 線はT<状態に崩壊する成分の計算結果
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 第4図Mgの光吸収断面積と24Mgの様々な崩壊チャンネノレの断面積
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 論文審査の結果の要旨
 本論文は,電子線によって励起された原子核からのα粒子放出機構について研究を行ったも
 のである。
 α粒子の放出断面積は,中性子,陽子の放出断面積に比較して非常に小さく,測定が困難で,
 これまでその放出機構についての研究は殆んど行われていなかった。著者等は新らしくα粒子
 検出に適した表面障壁形半導体検出器を製作し,広帯域磁気分析器に装着することによって実
 験的研究を可能にした。
 研究の対象とした原子核は24Mgであって,300MeV電子ライナックからの電子線を照射して
 行った(e,α)反応から,仮想光子理論を使って24Mg(γ,α。),(γ,α1),(γ,α)反癒断面積及び角度
 分布を求めている。これらの断面積は本研究によって初めて求められたものである。
 24Mgは陽子数と中性子数の等しい原子核であって,γ線による励起の主成分である電気的双
 極子(El)励起によるα粒子放出はアイソスピン選択則によって禁止される筈である。しかし
 角度分布の解析によってEi,E2励起に分離した断面積は,その80%以上がEi励起による
 もので,E2励起によるものが非常に少ないことを示している。本論文ではこの原因として24Mg
 の高励起状態に於いては複合核状態聞にアイソスピン混合が存在すると考え,この複合核を通
 してα放出が起るとし,統計理論によって混合比を算出した。
 α粒子放出断面積は,励起エネルギーの関数として大きく変動し,軽い核の特徴を示してい
 るが,その様子はγ線吸収断面積,陽子中性子断面積の変動と略一致している。しかし励起エ
 ネルギー20MeV附近の断面積は他では山になっているのに,α粒子の場合には谷になってい
 て異常のある事が発見された。このことから単純な統計理論のみでは,α粒子放出機構が完全
 に記述できない事を明らかにした。
 以上本論文は24Mg原子核に於けるα粒子放出を伴う光核反応断面積を初めて測定しその放
 出機構を明らかにしたもので博士論文として適当である。又この論文は著者が自立して研究を
 行うに必要な高度な研究能力と学識を有することを示している。
 よって,広岡恵提出の論文は理学博士の学位論文として合格と認める。
 一i54一
